
共同研究報告と
討論の会

第26回　令和7年度

問い合わせ先
E-mail : nccenter@gifu-cn.ac.jp　TEL&FAX : 058-397-2326（直通）
岐阜県立看護大学 看護研究センター

ホームページもご覧ください

共同研究25年のあゆみと成果を報告します。
詳細は11月中にHPに掲載予定。

令和8年2月21日(土)
会場：岐阜県立看護大学
  9:30～15:00予定 
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岐阜県内
看護職の方なら、
どなたでも
参加できます。



令和7年度  共同研究テーマ
●保健師の実践能力の発展過程と現任教育のあり方
●産業保健活動における健診機関の看護職の役割機能の検討

●地域特性を考慮した医療機関と職場の協働によるがん患者の両立支援を促進する
　人材育成の取組み
●看護実践の質向上に向けたパートナーシップ・ナーシング・システムの充実
●病院統合に向けた看護管理者のマネジメント能力向上を目指した人材育成への取り組み

●血液腫瘍性疾患に罹患し、化学療法を受けた学童期の子どもをもつ家族が退院早期に
　抱く不安や困難さと支援の実際
●B医療型短期入所施設における就学前の子どもと家族への支援

●がん患者の意向を尊重した看護を行うための外来化学療法センターと他部署の連携の
　充実
●A病院入院中の患者への｢嚥下内視鏡検査・摂食嚥下リハビリテーション｣の介入に
　よる効果と看護師の役割

・臨床の方同士が意見交換できる機会は貴重だと感じた。

・他施設の取り組みからヒントを得られる機会がありがたい。

・さまざまな意見交流ができるので勉強になった。

・研究内容の意味・根拠について探求し、実践することが質向上につながると感じた。

・興味のある研究について学ぶことができた。（学生）
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・研究内容の意味・根拠について探求し、実践することが質向上につながると感じた。

・興味のある研究について学ぶことができた。（学生）

前回参加者の感想の一部をご紹介します前回参加者の感想の一部をご紹介します

（令和6年度参加者への意見調査の結果より）

日々の看護で感じている疑問や悩みの解決のヒントを、
ぜひ現場に持ち帰ってください。
みなさまのご参加をお待ちしています。

日々の看護で困っていることや悩んでいることはありませんか？


